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中小労組・春闘支援対策会議

2015 春闘 3 月内決着の成果をふまえた４月段階の取り組みに向けて
                         

１．連合は、4月 2日に第 3回回答集計（3 月 31 日 17：00 現在集計）を発表した。

発表内容は、回答引き出し状況として平均賃金（総額）方式（組合員数加重平均）で 6,944

円、2.33％であり、これは昨年同時期を 449 円、0.13％ポイント上回る結果となった。

また、300 人未満の中小組合では、5,185 円、2.08％（昨年同時期比+375 円、+0.11％）と

なり、中小組合も確実に賃金の引き上げの回答を引き出している。

２．フード連合の回答情報№１（3 月 31 日）集計における回答引き出し状況は、平均賃上

げ（総額）方式の 77組合で 7,420 円、2.42％（2014 春闘 6,402 円、2.12％）と昨年同時

期より+1,018 円、+0.30％と増加した。昨年の同組合比（加重平均）でも額で+530 円、率

で+0.17％と増加している。

また、300 人未満の中小組合では、昨年同組合比（加重平均）で 4,871 円、1.87％となり、

額で+298 円、率で+0.13％と額・率ともにプラスとなった。

  ベア・賃金改善を獲得した組合は、63 組合（昨年同時期 39 組合）であり、300 人未満

の中小組合は 27組合（昨年同時期 18 組合）と大幅に増加している。

食料品製造業は円安による原燃料・資材高等の影響が非常に大きく、業績の回復が他製

造業に比べて芳しくないという中で大変厳しい交渉となった。しかしながら最大のヤマ場

以降、３月末現在において、個別企業の業績は決して良くない企業においても賃金の社会

性や本質的な意義などを粘り強く訴えることよってベア・賃金改善を獲得する組合や、例

年以上に交渉回数を増やし、繰り返し要求の正当性を主張することによって有額回答に繋

げる組合が続いた。また、大手・主要組合を中心とした先行組合が有額回答のみならず、

その金額にもこだわった交渉を展開することによって中小組合へも確実に相場の波及効

果をもたらしたといえる。物価上昇局面を踏まえ、昨年からの引き上げ幅・額にこだわっ

た 2015 春闘において、結果としてベア・賃金改善を獲得した組合が、全体・中小ともに

大幅に増加したことは大きく評価できる。

３．フード連合の４月段階の取り組みについては、これまでのフード連合の収拾結果や連

合・中小共闘センターで示された内容を踏まえ、下記のとおり取り組むこととする。

未解決組合は、要求趣旨にこだわって精力的に交渉を展開し、早期に回答を引き出す。

そして、すべての組合は、これまでのフード連合の獲得実績をふまえ、有額回答はもと

より、引き上げ幅・額にこだわった交渉を粘り強く進める。

フード連合は今後、未解決組合の早期解決を促進するとともに、「中小労組・春闘支援

対策会議」にて個別に状況を確認し、課題について整理を行った上で、業種別部会、地域・

ブロック局と連携しながら、ブロック局長を中心に未解決組合に対するきめ細やかな支援

を実行していく。

また、大手・主要組合は引き続き、グループ内における中小組合の賃金交渉に対して、

必要な情報を開示するとともに、フード連合本部と連携・調整を取りながら、ツールを活

用した幅広い支援を行う。
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